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たうん

とぴっ
くす

まちの話題や出来事を紹介します

　イザナミ祭の比婆山神話登山ウオークでの

一枚。約 30分かけて山頂の比婆山久米神社

奥の宮に到着。参加者は家族円満などの御利

益を得られたことでしょう。（5月 6日）

今月の一枚

　島田たけのこを PR しようと 4 月 22 日、道の駅

あらエッサで第 6 回たけのこまつりが開催されまし

た。当日は島田加工農業協同組合の皆さんが、その

日の朝に収穫したタケノコを販売。市内外から多く

の人が買い求め、用意された 250 キログラムのタケ

ノコはすべて売り切れました。また、若竹汁のふる

まいが行われると、家族連れなどが長い列を作り春

の味覚を味わっていました。

　同組合の岩崎組合長は「県外からも来られていた

ので、島田たけのこを知ってもらえてうれしい。もっ

と多くの人に知ってもらいたい」と話していました。

ハガネの産地に

全国から刃物の匠が集う

◀お父さんと刃の研ぎ具合を確認す
る佐藤さん（左）。指導した三木市の
匠いわく「肥後守に使う青紙は切れ味
がすばらしい」。

　５月４・５日に第 23 回やすぎ刃物まつりと関連

イベントが安来町周辺で開催され、多くの人でにぎ

わいました。今年は全国の刃物産地から 40 社が展

示販売。来場者は直接、匠から刃物の特徴や手入れ

方法などを聞きながら思い思いの刃物を買い求めて

いました。

　一方、安来アウトドアナイフショーの会場となっ

た安来商工会議所では、肥
ひ ご の か み

後守を作ることができる

手作りナイフ教室を開催。兵庫県三木市のカスタム

ナイフギルドの皆さんの指導で、サヤと刃をリベッ

トで連結することと、刃を研いでいく工程を参加者

は体験しました。この刃に使われている素材はヤス

キハガネの青紙（鋼材の種類）を使用しています。

　お父さんに勧められて参加した佐藤太一さん（松

江市）は「刃の根元を研ぐのが難しかった。完成し

たら家にある短くなった鉛筆を削ってみたい」と話

していました。

▲タケノコの重量当てクイズ。持つのも一苦労です。

島田たけのこで春を味わう
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山佐ダムで特別授業伯太を彩るチューリップ

　今年で 30 回目となる「はくたチューリップ祭」

が４月 15 日に安来市役所伯太庁舎周辺で開催され

ました。今年は新たに 10 種類を追加し、彩りを増

したチューリップ畑。約 2ha の畑には 60 万本の

チューリップが咲き誇り、家族連れでにぎわいまし

た。

　また、ステージでは伯太太鼓などの演奏が披露

され会場を盛り上げました。今年の注目ゲスト

の「jubilee jubilee（ジュビリージュビリー）」と

「homme（オム）」のライブでは多くのファンも駆

けつけ大盛況でした。

　地元の人たちで結成された Yamasa Club( ヤマサ

クラブ ) 主催の「山奥の楽しい課外授業」が４月 29

日に山佐ダム周辺で開催されました。この催しは家

族みんなが山佐の大自然の中で楽しめるようにと５

年前から企画されています。

　会場で注目を集めたのが巨大な竹製の遊具。手作

りのブランコや

滑り台では子ど

もたちの楽しそ

うな声が響いて

いました。また、

ステージでは尼

子太鼓やしまね

暮らし応援隊バ

ンドが演奏を披

露。子 ど も の 歓

声と音楽が会場

を 包 み、訪 れ た

人は自然あふれ

る山佐で時間を

忘れて楽しんで

いる様子でした。

◀
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

「ju
b
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の
皆
さ
ん
。

　日本遺産「卜蔵新田」を見下

ろす丘の斜面一帯に広がるツツ

ジ。下から見上げても上から見

下ろしても見事な咲きっぷりで

す。甘い香りに誘われて多くの

人が花見に訪れていました。

　平成 26 年から植え付けが始

まった東比田・猿隠高原のシバ

ザクラ。年々、範囲が拡大され

今年は３カ所で約 5.5ha 以上

に。白・赤・ピンク色のじゅう

たんが田園に広がっていまし

た。

丘全体にツツジ、

古代出雲王陵の丘

田園に咲くシバザク

ラ、東比田地区

各地で花が満開。初夏の名所が多くの人でにぎわう。

▲竹製滑り台は思った以上のスリ
ルです。


